
　
戦
後
の
急
速
な
都
市
化
と
そ
れ
に
伴
う
東
京
へ
の
人

口
集
中
に
よ
っ
て
、
充
分
な
生
活
基
盤
設
備
（
イ
ン
フ

ラ
）
も
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
か
な
り
無
秩
序
に
発

展
し
て
き
た
の
が
現
在
の
東
京
の
姿
で
あ
る
。
昭
和
六

十
年
代
初
め
の
国
際
化
、
情
報
化
の
波
に
洗
わ
れ
て
東

京
へ
の
一
極
集
中
が
加
速
さ
れ
る
と
、
更
に
、
東
京
と

い
う
都
市
の
姿
は
曖
昧
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
企

業
が
多
く
立
地
し
活
動
的
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
核
と
し
た
結
び
つ
き
が
薄
く
、
家
計
を
中
心
と
し
た

活
動
は
少
な
い
。
都
心
一
〇
㎞
ま
で
は
、
企
業
が
立
地

し
家
計
は
後
退
を
余
儀
無
く
さ
れ
夜
間
人
口
の
顕
著
な

減
少
が
み
ら
れ
る
。

　
数
年
前
ま
で
は
、
東
京
の
家
計
は
都
心
か
ら
の
距
離

二
〇
㎞
ま
で
に
居
住
す
る
こ
と
を
好
む
家
計
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
二
〇
㎞
圏
は
、
都
心
に
近
く
て
便
利
で
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
他
の
地
域
よ
り
良
い
と
同
時
に
、

ま
だ
閑
静
な
住
宅
地
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
東
京
圏
の
家
計
の
立
地
分
布
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
東
京
圏
の
家
計
の
約
四
二
％
が
二

〇
㎞
圏
ま
で
に
居
住
し
て
い
た
。
か
つ
、
所
得
の
高
い

家
計
も
、
低
い
家
計
も
同
じ
所
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
潜
在
的
に
は
東
京
圏
の
家
計

は
都
心
立
地
選
好
が
強
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、
最
近

の
地
価
高
騰
に
よ
り
転
出
す
る
家
計
が
多
く
、
一
〇
㎞

圏
で
は
六
万
人
近
い
人
が
毎
年
転
出
し
て
い
る
。
土
地

の
投
機
的
売
買
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

　
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
の
み
進
行
し
て
い
る
こ

れ
ら
の
現
象
ば
、
明
確
な
都
市
計
画
を
伴
わ
な
い
の
で
、

決
し
て
美
し
い
都
市
、
東
京
を
形
成
す
る
方
向
に
は
い

か
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に

は
、
周
到
な
都
市
計
画
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
次
に
経

済
的
に
効
率
よ
く
機
能
し
、
社
会
的
に
も
様
々
な
特
徴

を
持
っ
た
家
計
が
巧
く
結
び
つ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
企
業
と
家
計
の
同
一
地
域
で
の
住
み
わ
け

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
職
業
、

年
齢
の
家
計
が
お
互
い
に
近
隣
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
住
居
の
形
態
も
持
家
ば
か
り
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
排
他
的
と
な
り
固
定
化
さ
れ
、
あ
る
い

は
、
老
齢
化
さ
れ
る
の
で
借
家
と
の
適
当
な
バ
ラ
ン
ス

が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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は
じ
め
に

東
京
圏
に
住
む
人
々

東
京
圏
の
住
宅
の
現
状

東
京
圏
の
住
宅
の
将
来

結
び
に
か
え
て
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住
宅
が
都
市
の
発
展
過
程
の
中
で
果
た
す
役
割
は
、

都
市
を
形
成
す
る
重
要
な
部
品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
有
機
的
結
び
つ
き
を
強
め
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
と
い
う
器
に
息
吹
を
吹
き
込

む
た
め
の
媒
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
が
、
住
環

境
を
も
含
め
た
住
宅
で
あ
る
。
将
来
、
東
京
が
ど
の
様

な
都
市
に
な
る
か
は
、
ど
の
様
な
企
業
が
立
地
し
、
ど

の
様
な
人
々
が
勤
め
、
ま
た
、
住
む
か
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
様
な
住
宅
、
住
環
境
が
出
来

上
が
る
か
に
よ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
東
京

圏
の
住
宅
の
将
来
像
を
描
く
と
き
、
東
京
と
い
う
都
市

が
ど
の
様
な
変
化
を
遂
げ
る
か
を
、
ま
ず
把
握
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
ど
の
様
な
タ
イ
プ
の
住
宅
に
住
む
か
、
あ
る
い
は
、

ど
の
様
な
質
の
住
宅
に
住
む
か
は
、
家
計
と
い
う
ミ
ク

ロ
の
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
積
重
な
っ

て
、
一
つ
の
都
市
の
姿
が
で
き
あ
が
る
。
従
っ
て
、
都

市
の
特
徴
、
ひ
い
て
は
、
そ
こ
に
お
け
る
住
宅
の
特
徴

を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ど
の
様
な
家
計
が
そ
の

都
市
に
居
住
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
家
計
と
住
宅
と
の
関
連
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
、
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る

東
京
の
住
宅
の
将
来
像
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
圏
に
住
む
人
々

①
－
東
京
の
家
計
の
特
徴

　
東
京
都
に
居
住
し
て
い
る
家
計
の
特
徴
を
昭
和
六
十

年
「
国
勢
調
査
」
か
ら
み
る
と
、
世
帯
数
は
約
四
三
九

万
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
四
％
が
ひ
と
り
住
い
で
あ
る
。

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
一
〇
五
万
人
い
て
、
そ
の
う

ち
の
十
三
万
人
は
ひ
と
り
住
い
で
あ
る
。
持
家
に
住
ん

で
い
る
家
計
は
少
な
く
、
職
業
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
に
従
事
し
て
い
る
家
計
が
多
い
。
ま
た
、
持
家
に

住
ん
で
い
る
世
帯
で
は
、
核
家
族
と
同
居
家
計
の
割
合

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
て
、
核
家
族
で
は
夫
婦
の
み
、
同

居
所
帯
で
は
夫
婦
と
子
供
と
片
親
の
同
居
が
多
い
。
一

方
、
借
家
に
住
ん
で
い
る
家
計
も
多
く
四
四
％
弱
あ
り
、

そ
の
う
ち
九
〇
％
は
民
間
の
借
家
で
あ
る
。
そ
の
多
く

が
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
東
京
圏
は
広
い
地
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る

の
で
、
都
心
（
二
〇
㎞
未
満
ま
で
）
に
居
住
し
て
い
る

家
計
と
郊
外
（
二
〇
㎞
以
上
）
に
住
ん
で
い
る
家
計
で

は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
東
京
圏
を
都
心
か
ら
の
距

離
で
同
心
円
状
に
区
分
し
て
、
家
計
の
特
徴
を
み
る
と

表
－
１
の
よ
う
で
あ
る
。
都
心
に
は
ひ
と
り
住
い
が
多

く
、
ひ
と
り
住
い
の
約
六
三
％
が
都
心
に
住
ん
で
い
る
。

都
心
の
ほ
う
が
各
種
の
娯
楽
施
設
が
多
く
、
余
暇
を
過

ご
す
の
に
大
変
便
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

世
界
各
国
の
共
通
の
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
の
い

な
い
家
計
の
割
合
も
高
い
。
共
働
き
家
計
に
と
っ
て
職

場
近
く
に
住
む
こ
と
は
重
要
な
居
住
条
件
で
あ
る
。
子

表－１　　東京圏における距離圏別住宅および家計の特性
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供
の
い
な
い
家
計
の
半
数
近
く
が
、
ま
た
、
共
働
き
家

計
の
約
四
五
％
が
都
心
に
住
ん
で
い
る
。
一
方
、
高
齢

者
の
ひ
と
り
住
い
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
高
齢
者

の
ひ
と
り
住
い
の
う
ち
、
都
心
に
住
ん
で
い
る
家
計
は

約
六
三
％
も
い
る
。
住
み
慣
れ
た
所
か
ら
引
越
す
こ
と

に
強
い
抵
抗
が
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
因
み
に
、
一

〇
年
前
か
ら
現
在
の
住
居
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
は
四

七
％
に
も
な
る
。
職
業
を
み
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
関
係
が

多
く
、
専
門
職
、
管
理
職
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
都
心
は
借
家
住
ま
い
が
多
い
。
地
価
が
高
い
こ

と
も
あ
る
が
、
借
家
住
い
に
は
若
い
世
帯
が
多
く
、
持

家
に
比
べ
て
移
動
が
簡
単
に
で
き
る
の
で
、
職
住
近
接

が
容
易
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
の
理
由
に

よ
り
、
共
働
き
の
家
計
が
多
い
こ
と
も
借
家
居
住
を
増

加
さ
せ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

②
-
横
浜
の
家
計
の
特
徴

　
東
京
都
で
働
い
て
い
る
人
は
、
七
九
〇
万
人
い
る
が
、

そ
の
う
ち
二
二
二
万
人
が
東
京
都
以
外
に
住
ん
で
い
る
。

横
浜
で
は
、
横
浜
以
外
で
働
い
て
い
る
人
の
約
六
二
％

が
東
京
（
二
三
区
）
で
働
い
て
い
る
。
都
心
三
区
で
働

い
て
い
る
人
も
十
七
万
人
も
い
る
。
し
か
し
、
約
九
〇

万
人
が
横
浜
に
住
ん
で
い
て
横
浜
で
働
い
て
い
る
。
横

浜
市
内
で
働
い
て
い
る
人
は
、
横
浜
以
外
の
所
に
働
き

に
い
く
人
の
一
・
六
倍
も
い
る
。
よ
っ
て
、
昼
夜
間
人

口
比
率
は
大
都
市
の
な
か
で
は
最
低
で
あ
る
。
よ
く
横

浜
は
都
心
へ
通
勤
す
る
家
計
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
以
上
の
デ
ー
タ
で
み
る
か
ぎ
り
、
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
化
は
そ
れ
程
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
横

浜
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
発
展
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
横
浜
の
人
口
の
動
態
は
、
東
京
圏
の
中
で
も
特
異
で

あ
る
。
横
浜
は
、
金
沢
区
を
除
い
て
都
心
か
ら
の
距
離

二
〇
～
四
〇
㎞
に
位
置
し
て
い
る
。
東
京
圏
の
中
で
は
、

二
〇
～
五
〇
㎞
圏
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
横

浜
の
各
区
の
な
か
で
こ
の
距
離
帯
に
位
置
す
る
区
の
人

口
は
絶
対
数
で
減
少
し
、
四
〇
㎞
圏
で
は
徐
々
に
飽
和

点
に
達
し
、
五
〇
㎞
圏
で
は
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
例
外
は
あ
っ
て
、
三
〇
㎞
圏
の
緑
区
は
大
幅

な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
四
〇
㎞
圏
の
南
区
は
既
に
減
少

が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
横
浜
は
東
京
圏
に
位
置
し

て
い
て
も
、
新
興
の
住
宅
地
と
古
く
か
ら
発
展
し
て
き

た
住
宅
地
が
あ
り
、
そ
の
時
間
的
（
歴
史
的
）
格
差
が

大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

　
産
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
従
事
し
て
い
る
人
が

多
い
。
特
に
、
卸
、
小
売
、
飲
食
店
に
勤
め
て
い
る
人

が
多
い
。
雇
用
者
が
大
半
で
あ
り
、
職
業
と
し
て
は
、

事
務
、
技
術
管
理
関
係
が
多
い
。
高
齢
者
の
数
は
東
京

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
高
齢
者
の
割
合
は
年
々
着
実
に
増

加
し
人
口
の
七
％
以
上
を
し
め
て
い
る
。

東
京
圏
の
住
宅
の
現
状

　
東
京
圏
に
は
全
国
の
人
口
の
約
二
二
％
が
住
ん
で
い

る
。
人
口
密
度
の
高
さ
は
世
界
有
数
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
い
か
に
東
京
圏
で
は
人
が
密
集
し
て
生
活

し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
東
京
へ
の
一
極

集
中
が
住
宅
問
題
を
引
起
こ
し
て
い
る
。

①
－
東
京
圏
の
住
宅
事
情

　
　
東
京
圏
の
住
宅
の
特
徴
を
表
－
２
に
ま
と
め
た
。
東

京
圏
の
住
宅
の
質
は
時
系
列
で
は
向
上
し
て
き
た
が
、

　
全
国
の
水
準
と
比
較
し
て
も
、
ま
た
、
他
の
大
都
市
圏

　
と
比
較
し
て
も
低
い
。
例
外
は
、
敷
地
面
積
で
あ
り
、

表－２　　東京圏の住宅の特徴
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こ
れ
は
大
阪
圏
よ
り
も
広
い
。
住
環
境
も
ま
た
良
く
な

い
。
狭
い
道
路
に
面
し
て
、
小
さ
な
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
当
然
日
照
時
間
も

少
な
い
。
ま
た
、
住
環
境
の
善
し
悪
し
を
決
め
る
重
要

な
指
標
で
あ
る
混
住
の
割
合
も
高
い
。
と
く
に
、
都
市

計
画
が
厳
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
等
に
比
較
す

る
と
、
混
住
は
日
本
で
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
点
の
改
善
は
、
今
後
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
、
人
口
が
急
速
に
東
京
圏
に
集
中
し
た
た
め
に

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
不
十
分
で
あ
る
。
下
水
道
普
及
率

は
東
京
圏
は
日
本
に
お
い
て
は
高
い
ほ
う
で
あ
る
が
、

先
進
諸
国
に
比
較
す
る
と
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
因
み
に
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
独
の
普
及
率
は
い
ず
れ
も

九
七
％
以
上
で
あ
る
。
以
上
で
見
る
よ
う
に
、
住
環
境

を
も
含
め
た
住
宅
の
質
は
必
ず
し
も
良
い
と
は
言
え
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
東
京
圏
で
は
借
家
の
割
合
が
高
い
。
借
家
住

宅
は
一
般
に
質
の
点
で
は
持
家
よ
り
も
劣
る
が
、
利
点

も
持
っ
て
い
る
。
借
家
住
い
は
移
動
が
簡
単
で
あ
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
借
家
住
い
で
は
、

職
住
近
接
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
通
勤
時

間
で
み
る
と
、
持
家
住
い
は
一
時
間
以
上
も
か
か
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
借
家
住
い
で
は
約
四
〇
分
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
職
住
近
接
と
い
う
立
地
条
件
に
重
き
を
置
く

か
、
あ
る
い
は
、
各
家
計
で
住
宅
の
質
の
向
上
を
目
指

す
持
家
に
住
む
か
は
、
各
家
計
の
価
値
感
の
相
違
で
あ

る
。
日
本
の
持
家
率
は
六
一
・
四
％
で
、
先
進
国
で
も

高
い
ほ
う
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
持
家
率

は
日
本
よ
り
低
い
。

　
し
か
し
、
同
じ
東
京
圏
と
い
っ
て
も
都
心
か
ら
の
距

離
に
よ
っ
て
住
宅
の
質
は
相
違
し
て
く
る
。
都
心
を
雇

用
、
産
業
の
中
心
に
据
え
る
と
、
東
京
圏
の
住
宅
地
は

都
心
か
ら
の
距
離
を
同
心
円
状
に
拡
大
し
な
が
ら
発
展

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
心
円
内
で
は
か
な

り
同
質
化
さ
れ
た
住
宅
が
存
在
し
て
い
る
。
表
-
１
及

び
表
-
３
に
よ
る
と
、
都
心
か
ら
の
距
離
が
遠
く
な
る

に
つ
れ
、
持
家
が
増
え
、
住
宅
建
物
も
土
地
も
面
積
が

増
加
す
る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
質
を
み
て
み
る
と
、
都

心
に
近
い
ほ
ど
老
朽
化
し
た
住
宅
が
多
く
質
は
悪
い
。

ま
た
、
都
心
に
近
く
な
る
に
つ
れ
住
宅
が
高
層
化
し
、

一
戸
建
住
宅
の
割
合
は
郊
外
に
い
く
に
つ
れ
増
え
る
。

住
宅
の
質
は
持
家
と
借
家
で
は
大
き
く
相
違
す
る
の
で
、

借
家
が
多
い
地
域
は
全
体
的
に
は
質
が
低
い
こ
と
を
意

味
す
る
。

　
住
環
境
を
み
る
と
、
予
想
通
り
都
心
ほ
ど
敷
地
が
狭

く
、
混
住
の
割
合
も
多
く
、
よ
っ
て
、
日
当
た
り
も
悪

い
。
し
か
し
、
道
路
事
情
は
都
心
か
ら
近
く
て
も
遠
く

て
も
同
様
に
悪
い
。

②
－
横
浜
の
住
宅

　
横
浜
の
住
宅
事
情
は
、
戸
塚
区
、
緑
区
を
除
い
て
全

表‐３　　東京圏の住宅・立地・住環境の特徴
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感
覚
は
次
第
に
薄
れ
て
、
「
東
京
に
住
ん
で
い
る
」
と

い
う
感
覚
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

東
京
圏
の
住
宅
の
将
来

般
に
良
く
な
い
。
持
家
率
は
東
京
圏
の
な
か
で
は
低
い

方
で
あ
る
。
一
戸
建
て
割
合
が
多
い
が
、
持
家
、
借
家

共
に
延
べ
面
積
が
小
さ
い
の
は
特
筆
に
値
す
る
。
特
に
、

借
家
の
狭
さ
に
は
驚
く
。
こ
の
点
は
、
各
区
で
あ
ま
り

相
違
は
な
い
。
通
勤
時
間
は
、
横
浜
市
内
に
通
勤
し
て

い
る
世
帯
が
約
六
二
％
も
い
る
こ
と
か
ら
、
短
い
ほ
う

で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
職
住
近
接
は
か
な
り
満
た
さ
れ

て
は
い
る
か
、
住
宅
そ
の
も
の
の
質
は
決
し
て
高
く
な

い
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
横
浜
の
住
宅
の
固
有
の
発
展

が
あ
る
。
新
興
住
宅
地
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る

が
、
住
宅
の
質
も
住
環
境
も
良
好
で
あ
る
。
一
方
、
古

く
か
ら
の
住
宅
地
は
、
横
浜
に
通
勤
し
て
い
る
家
計
が

多
い
が
、
特
に
京
浜
工
業
地
帯
も
含
む
た
め
に
、
狭
い

道
路
に
密
集
し
て
住
宅
が
建
っ
て
い
て
質
は
低
い
。
こ

の
新
し
い
住
宅
地
と
古
い
住
宅
地
と
の
並
存
が
横
浜
の

住
宅
地
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
地
価
で
見
る
と
、
約
十
年
前
は
横
浜
の
住
宅
地
の
地

価
は
東
京
圏
の
中
で
の
相
対
的
位
置
付
け
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
横
浜
固
有
の
要
素
で
決
定
さ

れ
た
。
し
か
し
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

横
浜
の
地
価
は
、
東
京
圏
の
中
の
相
対
的
位
置
付
け
で

決
定
さ
れ
る
要
素
が
強
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
横
浜
の

住
宅
地
と
い
う
よ
り
も
、
「
都
心
か
ら
何
キ
ロ
あ
る
い

は
、
何
分
」
で
地
価
が
決
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

横
浜
の
交
通
網
が
ほ
と
ん
ど
都
心
を
起
点
と
し
て
い
る

こ
と
に
も
起
因
す
る
。
「
横
浜
の
町
に
住
む
」
と
い
う

　
一
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
圏
の
住
宅
の
将
来
像

を
展
望
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
第
一
に
東
京
と
い
う

都
市
の
将
来
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
都

市
の
変
化
は
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
引
起
こ
さ
れ

る
。
経
済
構
造
の
変
化
は
、
企
業
の
立
地
の
変
化
を
引

起
こ
し
、
続
い
て
、
そ
こ
に
通
勤
し
て
い
る
家
計
の
立

地
の
変
化
を
起
こ
す
。
ま
た
、
経
済
構
造
の
変
化
は
就

業
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
に
よ
り
就
業
形
態

が
変
化
す
る
。
こ
れ
は
家
計
の
立
地
及
び
、
住
居
形
態

の
変
化
を
起
こ
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
済
構
造
の

変
化
が
都
市
の
構
造
に
変
化
を
与
え
、
住
宅
の
立
地
ま

た
は
、
住
宅
及
び
住
環
境
に
影
響
を
与
え
る
。

　
第
二
は
、
よ
り
直
接
的
に
住
宅
に
影
響
を
与
え
る
も

の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

社
会
的
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
変
化
で
あ
り
、

こ
れ
が
家
計
の
住
居
形
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
の
こ

と
が
、
都
市
の
様
相
を
か
え
る
。
例
え
ば
、
人
口
の
高

齢
化
、
核
家
族
化
、
高
学
歴
化
等
を
通
じ
て
住
宅
が
変

化
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
の
二
つ
観
点
か
ら
、
東
京
圏
の
住
宅
の
将
来

像
を
展
望
し
て
み
よ
う
。

①
-
経
済
構
造
の
変
化

　
東
京
の
経
済
構
造
は
第
三
次
産
業
、
中
で
も
特
に
、

運
輸
・
通
信
、
卸
・
小
売
、
金
融
・
保
険
へ
の
ウ
エ
ー

ト
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
製
造
業
で
も
上
地
を

あ
ま
り
使
用
し
な
い
都
市
型
産
業
と
し
て
、
印
刷
・
出

版
産
業
な
ど
は
多
く
立
地
し
て
い
る
。
企
業
が
東
京
に

立
地
す
る
基
本
的
メ
リ
ッ
ト
は
都
市
化
の
経
済
性
の
利

益
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
、

規
模
の
経
済
性
で
あ
る
。
最
近
の
知
識
集
約
型
産
業
及

び
情
報
産
業
も
こ
の
例
に
も
れ
な
い
。
東
京
に
お
け
る

雇
用
吸
収
力
は
非
常
に
高
い
の
で
、
東
京
で
は
就
業
機

会
が
大
き
い
。
よ
っ
て
、
交
通
網
の
整
備
と
あ
い
ま
っ

て
都
心
へ
の
集
中
は
今
後
も
続
く
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
も
と
で
、
家
計
は
付
加
価
値
の
高

い
都
市
型
産
業
に
従
事
し
、
都
心
へ
勤
務
す
る
。
労
働

集
約
的
な
産
業
が
立
地
し
て
い
る
の
で
、
企
業
側
で
は

労
働
の
確
保
に
努
力
す
る
。
企
業
は
安
い
労
働
力
を
求

め
て
地
方
へ
立
地
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
都
市

に
い
る
需
要
者
を
対
象
に
す
る
都
市
型
産
業
に
と
っ
て

そ
れ
は
有
利
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
大
企
業
は
社
宅
の

整
備
、
家
賃
補
助
、
持
家
取
得
の
た
め
に
低
利
融
資
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
を
確
保
す
る
。
こ
の
面

で
の
中
小
企
業
と
の
格
差
は
大
き
く
な
る
一
方
で
あ
る
。

住
宅
の
面
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
大
企
業
に
勤
務
し
て

34
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い
る
家
計
は
質
の
良
い
借
家
に
社
宅
と
い
う
形
態
で
住

む
。
従
来
は
、
高
所
得
層
は
持
家
に
住
め
た
が
、
最
近

は
高
地
価
の
た
め
必
ず
し
も
可
能
で
は
な
い
。
高
所
得

層
の
な
か
で
も
借
家
居
住
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

こ
の
こ
と
が
、
良
質
の
貸
家
建
設
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
な
り
う
る
。

　
就
業
構
造
の
変
化
は
女
子
労
働
力
の
需
要
を
高
め
、

女
子
の
就
業
率
を
高
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
増
加
を
意
味
す
る
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
は
特
に
職
住
近
接
を
望
む
。
二
で
み
た
よ
う

に
、
共
働
き
の
家
計
の
半
数
近
く
が
都
心
か
ら
の
距
離

二
〇
㎞
圏
に
居
住
し
て
い
る
が
、
都
心
近
く
で
は
、
さ

ら
に
、
共
働
き
の
借
家
居
住
が
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う

な
家
計
は
た
と
え
交
通
網
が
発
展
し
て
も
、
子
供
の
保

育
施
設
が
充
分
整
備
さ
れ
て
い
る
都
心
を
好
む
か
ら
、

借
家
住
ま
い
で
も
都
心
に
住
む
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
借
家
需
要
は
現
在
よ
り
も
増
加

す
る
。
一
般
に
、
共
働
き
家
計
の
所
得
は
高
い
の
で
、

良
質
な
借
家
需
要
は
高
ま
り
、
貸
家
建
設
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
や
は
り
高
ま
る
。

②
－
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
変
化

　
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
変
化
と
し
て
、
人
口
の

高
齢
化
、
核
家
族
化
、
高
学
歴
化
が
考
え
ら
れ
る
。
六

五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
働
い
て
い
る
人
は
、
約
三
〇
％

弱
あ
り
、
そ
の
多
く
は
雇
用
吸
収
力
の
あ
る
産
業
に
従

事
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
は
都
心
立
地
型
で
あ
る

の
で
、
高
齢
者
は
都
心
立
地
が
案
外
多
い
。
ま
た
、
高

齢
単
身
者
の
都
心
居
住
が
多
い
の
も
二
で
み
た
。
や
は

り
。
医
療
施
設
の
整
備
さ
れ
た
都
心
の
ほ
う
を
好
む
。

高
齢
者
の
持
家
か
ら
借
家
へ
の
転
換
も
多
く
、
高
齢
者

の
独
り
住
い
で
は
約
四
〇
％
の
世
帯
で
お
こ
る
。
こ
れ

は
老
後
の
生
活
保
障
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
高
学
歴

化
、
特
に
女
子
の
高
学
歴
化
の
上
昇
は
就
業
率
を
高
め
、

よ
っ
て
前
述
と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
都
心
借
家
居
住
を

増
加
さ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
要
因
の
変
化
は

都
心
借
家
居
住
の
増
加
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
持

家
居
住
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
都
心
か
ら
出
て
い

く
人
も
い
る
。
例
え
ば
、
高
齢
者
は
老
後
の
生
活
保
障

の
た
め
、
都
心
の
持
家
を
手
放
し
て
郊
外
の
持
家
に
居

住
す
る
。
ま
た
、
世
帯
人
員
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
広
い
住
宅
に
住
む
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
都
心
で
は
家
賃
、
地
価
が
高
い
の
で
郊
外

へ
移
動
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
的

に
は
、
年
齢
が
高
ま
る
に
つ
れ
持
家
に
住
む
家
計
が
多

く
な
る
。
こ
の
傾
向
が
続
く
な
ら
ば
、
現
在
の
高
い
地

価
の
下
で
は
や
は
り
郊
外
に
行
か
ざ
る
を
え
な
い
で
あ

ろ
う
。

③
－
東
京
圏
の
住
宅
の
将
来

　
以
上
の
よ
う
な
将
来
の
家
計
と
住
宅
の
関
係
を
東
京

圏
全
体
で
把
握
し
て
み
よ
う
。
一
〇
㎞
圏
の
都
心
で
は

大
企
業
ま
た
は
、
自
治
体
（
東
京
都
）
に
よ
る
再
開
発

が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
企
業
の
最
適
活
動

に
焦
点
が
あ
る
が
、
最
近
で
は
、
自
治
体
が
夜
間
人
口

の
増
加
を
め
ざ
し
て
住
宅
部
分
を
建
設
す
る
こ
と
を
誘

導
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
借
家
の
ケ
ー
ス
も
持
家
の

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
高
層
化
さ
れ
た
住
宅
で
あ

る
。
高
層
ビ
ル
を
建
設
す
る
都
市
再
開
発
は
、
都
市
計

画
に
よ
る
規
制
が
厳
し
く
デ
ザ
イ
ン
も
明
確
で
あ
る
の

で
、
現
状
よ
り
住
環
境
は
よ
く
な
る
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
横
浜
も
ふ
く
む
都
心
か
ら
二
〇

～
四
〇
㎞
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
良
質

の
住
宅
街
と
低
質
の
住
宅
街
の
格
差
は
開
く
で
あ
ろ
う
。

現
存
す
る
良
い
住
宅
街
は
、
世
帯
の
高
齢
化
に
よ
る
建

替
え
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
相
続
に
よ
る
土
地
の
細

分
化
、
ア
パ
ー
ト
化
と
い
っ
た
意
味
で
の
ス
プ
ロ
ー
ル

化
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
建
替
え
に
伴
う
住
宅
の
質
の

改
善
は
大
き
い
。
狭
い
道
路
幅
の
拡
張
な
ど
、
道
路
事

情
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
の
借
家
は

高
級
な
も
の
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
家
賃
が
高
い
。

よ
っ
て
、
先
に
み
た
よ
う
な
高
所
得
層
は
こ
の
地
区
に

居
住
可
能
で
あ
る
。
持
家
居
住
で
は
、
新
た
に
こ
の
地

区
に
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
居

住
者
の
移
動
は
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

社
会
の
硬
直
化
、
高
齢
化
を
招
く
お
そ
れ
は
あ
る
。
そ

れ
を
緩
和
す
る
の
が
良
質
の
借
家
の
存
在
で
あ
る
。

調査季報105‐90.335
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一
方
、
良
く
な
い
住
宅
街
と
は
、
狭
い
道
路
に
面
し

て
、
住
宅
が
密
集
し
、
商
業
地
区
、
工
業
地
区
に
住
宅

が
混
在
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
こ
の
地
区
の
最
大
の

問
題
点
は
、
都
市
計
画
に
よ
る
再
開
発
、
整
備
を
実
行

す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

道
路
幅
を
広
げ
る
と
し
て
も
、
敷
地
が
狭
い
の
で
簡
単

で
は
な
い
。
ま
た
、
建
替
え
に
よ
り
、
建
ぺ
い
率
が
減

少
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
法
的
規
制
に
沿
っ
て
建
替

え
が
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
自
ず
と
違
反
建
築
も

多
く
な
る
。
狭
い
敷
地
を
一
つ
に
ま
と
め
て
再
開
発
す

る
為
に
は
、
各
自
の
利
害
の
調
整
が
難
し
く
、
ま
た
、

開
発
に
伴
う
公
的
負
担
も
大
き
い
の
で
実
行
に
移
さ
れ

る
こ
と
は
少
な
い
。
よ
っ
て
、
狭
い
土
地
で
ア
パ
ー
ト
、

鉛
筆
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
密
集
は
上
に
高

く
な
っ
た
分
だ
け
、
住
環
境
は
前
以
上
に
ひ
ど
く
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
距
離
圏
へ
の
立
地
需
要
は
根
強
い
。
東

京
圏
の
家
計
の
所
得
は
高
い
の
で
、
質
の
悪
い
住
宅
へ

の
需
要
は
次
第
に
な
く
な
る
。
空
き
家
に
な
る
の
は
低

質
の
住
宅
で
あ
る
。
低
質
の
借
家
は
こ
の
よ
う
に
し
て

次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
い
く
可
能
性
を
強
い
。
か
く
し
て
、

借
家
も
持
家
も
住
宅
そ
の
も
の
の
質
は
以
前
よ
り
向
上

す
る
が
、
住
環
境
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
住
宅
街
と
し

て
は
良
く
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
住
宅
地
の
区
分
が
明
瞭
に
な
り
、
最

適
立
地
点
、
及
び
住
居
を
求
め
て
の
移
動
は
借
家
が
中

○
で
、
持
家
で
は
少
な
い
。
こ
の
距
離
帯
に
存
在
す
る

三
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
地
の
利
用
の
仕
方
い

か
ん
に
よ
っ
て
、
こ
の
距
離
圏
の
住
宅
地
の
善
し
悪
し

が
決
ま
る
。
こ
の
地
帯
の
立
地
需
要
者
は
根
強
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
需
要
者
に
ど
の
様
な
対
応
が
で
き
る

か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
れ
は
、
家
計
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
タ
イ
プ
の
借
家
、
持
家
住
宅
を

ミ
ッ
ク
ス
し
て
配
置
し
、
計
画
的
に
供
給
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
都
心
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
、
持
家
率
は
急
激
に

上
昇
す
る
こ
と
は
表
－
１
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
持
家
居
住
を
好
む
家
計
は
よ
り
遠
く
に

行
か
ざ
る
を
得
な
い
。
都
心
か
ら
遠
く
で
は
、
一
戸
建

の
持
家
、
都
心
近
く
で
は
高
層
化
の
借
家
と
い
う
パ
タ
ー

ン
は
今
よ
り
も
一
層
明
確
に
な
る
。
こ
の
様
に
、
東
京

圈
は
住
居
形
態
（
持
家
、
借
家
）
と
建
物
の
形
態
（
一

戸
建
て
、
高
層
化
）
の
組
合
わ
せ
に
よ
っ
て
色
分
け
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

結
び
に
か
え
て

　
東
京
圏
の
家
計
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
潜
在
的
に
二

〇
㎞
圏
ま
で
の
都
心
立
地
志
向
が
強
い
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
地
価
高
騰
に
よ
り
住
宅
が
雨
露
を
防
ぐ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
よ
り
も
、
安
全
で
値
下
が
り
し

な
い
資
産
と
し
て
の
役
割
に
重
点
が
移
っ
て
き
た
。
家

計
は
潜
在
的
都
心
立
地
志
向
か
あ
り
な
が
ら
も
、
一
方

で
住
宅
（
土
地
）
の
資
産
と
し
て
の
働
き
も
重
視
す
る
。

こ
の
様
な
状
況
で
住
宅
に
関
す
る
行
動
を
家
計
の
み
に

委
ね
る
と
、
先
に
み
た
よ
う
に
無
計
画
に
な
り
都
市
全

体
と
し
て
は
無
秩
序
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。

　
よ
っ
て
、
都
心
に
家
計
を
呼
び
も
ど
そ
う
と
す
る
政

府
、
及
び
自
治
体
の
政
策
は
家
計
の
要
請
に
応
え
る
も

の
で
も
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
市
と
し
て
の
本
来

の
姿
を
取
戻
す
こ
と
に
な
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

で
の
住
宅
地
区
の
建
設
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
二
〇

㎞
圏
で
の
国
鉄
跡
地
の
計
画
的
利
用
、
ま
た
は
、
市
街

化
区
域
内
農
地
の
都
市
計
画
に
沿
っ
た
活
用
へ
の
誘
導

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
狭
い
場
所
に
家
の
み
が
建
て
込

む
従
来
の
住
宅
街
で
は
な
く
、
緑
地
帯
を
主
と
し
た
住

宅
地
区
と
し
て
新
し
い
東
京
の
都
心
地
区
ゾ
ー
ン
の
再

生
の
可
能
性
は
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
東
京
が
国
際
都
市
と
し
て
の
色
彩
を
ま
す
ま
す
強
め

て
行
く
な
か
で
、
横
浜
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
し

か
し
、
横
浜
の
古
い
住
宅
街
を
中
心
に
、
増
え
続
け
る

外
国
人
労
働
者
の
住
宅
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
起
こ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
古
い
住
宅
街
で
は
空
き

家
率
は
低
下
せ
ず
、
質
の
悪
い
住
宅
も
残
存
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
最
近
、
全
国
で
は
空
き
家
率
は
上
昇
中
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
圏
で
は
逆
に
減
少
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
低

質
な
既
成
住
宅
地
は
住
宅
の
建
替
え
も
進
ま
ず
、
良
い

進
行
住
宅
街
と
二
極
分
解
が
極
端
に
進
行
す
る
お
そ
れ
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は
十
分
あ
る
。

　
横
浜
の
中
に
は
、
昔
か
ら
の
港
町
と
し
て
の
横
浜
と
、

新
興
住
宅
地
と
し
て
の
横
浜
が
あ
る
。
前
者
は
横
浜
で

勤
め
て
い
る
比
率
が
高
く
、
最
近
人
口
が
減
少
し
て
い

る
地
区
で
あ
る
。
後
者
は
東
京
に
勤
め
て
い
る
割
合
が

断
然
多
く
、
最
近
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
。

交
通
機
関
に
も
起
因
す
る
が
、
後
者
に
住
ん
で
い
る
人
々

は
横
浜
よ
り
も
む
し
ろ
東
京
を
意
識
し
て
生
活
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
前
者
と
後
者
の
横
浜
の
特

性
を
区
別
し
て
、
前
者
の
横
浜
の
特
徴
を
重
視
し
、
都

市
再
開
発
を
自
治
体
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
後
者
は

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
機
能
を
重
視
す
る
よ
う
な
都

市
、
住
宅
政
策
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い

都
市
、
横
浜
へ
と
変
貌
し
て
行
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
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